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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

鶴岡市職員採用試験【令和４年４月１日採用予定】

■問本所職員課☎内線326

■募集職種・受験資格
▷�初級行政（高卒程度）…平成12年４月２日～平
成16年４月１日に生まれた方（４年制大学を卒
業した方及び卒業する見込みの方を除く）
▷�技能職（高卒程度）…昭和57年４月２日～平成
16年４月１日に生まれた方
▷�消防士（高卒程度）…平成４年４月２日～平成
16年４月１日に生まれ、原則として採用後鶴岡
市に居住することができ、普通自動車運転免許（Ａ
Ｔ車限定を除く）を有する方または令和４年４月
末までに取得見込みの方
■試験日時・会場
▷１次試験
　９月17日○金～26日○日

　�全国の試験会場（テストセンター）でオンライン
受験
▷�２次試験
　�１次試験に合格した方を対象に、10月下旬～11
月上旬に実施予定（オンライン面接で実施する場
合があります）
　・初級行政、技能職…市役所本所
　・消防士…消防本部
■申込み
　・�試験案内は市HP「人事・職員採用」に掲
載しています

　・�申込みは８月１日○日～31日○火に市HP「電
子申請」での手続きを原則とします。電
子申請ができない場合はご相談ください

しゅ

１人最大3,000円割引！県事業「やまがた夏旅」との併用で最大8,000円割引！�

鶴岡泊まって応援キャンペーンをご利用ください

　市内の宿泊施設を日帰りまたは宿泊で利用した場
合に、利用代金を最大3,000円割り引くとともに、
1,000円相当の市特産品を提供します。
　県（やまがた夏旅など）や国・その他の割引制度
との併用も可能です。ぜひご利用ください。
■対象期間
　�来年２月28日○月宿泊分まで（各宿泊施設の配分
数がなくなり次第終了）
■対象者
　�市内在住または市内に所在する事業所や学校等に
通勤・通学する方
※�市内在住の方は、利用時に身分証明書を確認しま
す。

※�市内に所在する事業所や学校等に通勤・通学する
方は、利用時に社員証や学生証を確認します。
■やまがた夏旅等の割引制度と併用できないケース
▷�割引額の合計（当キャンペーンの割引額・特産品
代金、ほかのキャンペーン等の割引額・クーポン
券等の金額の合計）が、割引前の代金を上回る場
合、併用できません。
▷�日帰り利用の場合は、やまがた夏旅との併用はで
きません。
■申�電話または各施設HPから各施設へ直接申込み
※�申込みの際に、「市民割を利用したい」とお伝え
ください。支払いの際に割引が適用されます。
※対象施設は市HPをご覧ください。

■問本所観光物産課☎内線548

市HPは
こちら

　

今
で
は
風
邪
を
ひ
く
こ
と
も
め
っ
た
に
な

い
が
、
中
学
校
の
と
き
に
は
元
気
な
と
き
も

居
心
地
の
良
い
保
健
室
に
顔
を
出
し
て
い
た
。

あ
る
日
、
道
に
迷
っ
た
小
学
生
を
見
掛
け
、

保
護
者
に
連
絡
す
る
よ
う
公
衆
電
話
に
連
れ

て
い
き
、
10
円
玉
を
渡
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

名
前
は
名
乗
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
、

私
が
や
っ
た
こ
と
だ
と
分
か
り
、
周
り
の
人

に
褒
め
ら
れ
、
保
健
室
の
先
生
に
報
告
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
先
生
は
、
そ

ん
な
こ
と
を
喜
ん
で
い
て
は
男
が
下
が
る
、

「
当
た
り
前
の
こ
と
を
や
り
ま
し
た
」
と
言

い
な
さ
い
と
、
教
え
て
く
れ
た
。
先
生
の
一

言
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

広
報
６
月
号
の
本
欄
に
、
去
る
３
月
市
議

会
に
提
案
し
た
鶴
岡
市
中
小
企
業
振
興
条
例

案
の
こ
と
を
書
い
た
。
こ
の
条
例
案
に
関
し

て
、
本
市
か
ら
鶴
岡
商
工
会
議
所
に
文
書
で

意
見
照
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、６
月
24
日
、同

会
議
所
よ
り
、
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
て
き
た

（
条
例
案
に
）「
反
対
は
し
な
い
」と
の
表
現
は
、

同
会
議
所
の
「
一
致
し
た
見
解
や
立
場
を
示

し
た
も
の
で
は
な
い
」
と
の
回
答
を
頂
い
た
。

　

こ
の
条
例
案
に
つ
い
て
は
、
本
年
２
月
に

鶴
岡
商
工
会
議
所
、
出
羽
商
工
会
に
対
し
て
、

共
同
で
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
併
せ
て
紹
介
し
、

意
見
を
伺
っ
て
い
る
。
同
月
に
開
催
し
た
市

経
済
対
策
会
議
で
も
両
機
関
か
ら
の
出
席
者

に
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
３
月
に
実

施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
も
条
例
案

に
反
対
す
る
意
見
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た

経
緯
を
踏
ま
え
、
市
で
は
鶴
岡
商
工
会
議
所

は
条
例
案
の
内
容
や
そ
の
成
立
に
反
対
は
し

な
い
立
場
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
３
月

で
の
可
決
・
成
立
を
目
指
し
て
提
案
さ
れ
た

条
例
案
に
「
反
対
は
し
な
い
」
と
い
う
こ
と

は
、
私
は
条
例
の
早
期
の
成
立
を
求
め
て
い

る
と
同
じ
こ
と
と
受
け
止
め
て
い
た
。
そ
こ

で
広
報
に
、「
鶴
岡
商
工
会
議
所
も
早
期
成 （43）
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

立
を
求
め
て
い
る
」
旨
書
い
た
の
だ
っ
た
。

今
般
、
同
会
議
所
か
ら
、
組
織
と
し
て
「
一

致
し
た
見
解
や
立
場
を
示
し
た
も
の
で
は
な

い
」
こ
と
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
筆
入

魂
６
月
号
の
文
章
中
「
鶴
岡
商
工
会
議
所
」

は
削
除
、
訂
正
し
、
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
役
所
の
思
い
は
、
小
規
模
企
業
を
含
む

中
小
企
業
の
振
興
を
図
り
た
い
、
と
い
う
こ

と
に
尽
き
る
訳
だ
が
、
そ
こ
に
い
か
に
多
様

な
声
を
正
確
に
き
め
細
か
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
か
、
併
せ
て
で
き
る
限
り
の
迅

速
さ
も
求
め
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
両
立

は
簡
単
で
は
な
い
。
条
例
案
は
、
３
月
市
議

会
に
続
き
、
６
月
市
議
会
に
お
い
て
も
継
続

審
査
と
な
っ
た
。
地
域
経
済
の
基
盤
で
あ
る

中
小
企
業
の
振
興
に
何
が
必
要
な
の
か
、
市

当
局
も
、
議
会
も
、
関
係
す
る
様
々
な
方
々

も
、
考
え
、
提
案
し
、
そ
し
て
実
行
す
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
の
思
い
は
同
じ
は
ず
だ
。

市
で
も
、「
新
規
創
業
促
進
助
成
金
」
や

「
空
き
店
舗
解
消
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助
金
」、

非
正
規
か
ら
の
「
正
社
員
化
促
進
事
業
奨
励

金
」
な
ど
、
様
々
な
支
援
策
を
用
意
し
て
い

る
。
条
例
案
の
継
続
審
査
を
経
て
、
全
て
の

関
係
者
が
中
小
企
業
の
果
た
す
役
割
の
重
要

性
を
一
層
理
解
し
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

今
回
改
め
て
、
相
手
方
の
意
向
を
的
確
に
受

け
止
め
、
そ
れ
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
の
重

要
性
を
教
え
ら
れ
た
。
丁
寧
な
対
話
を
更
に

進
め
て
い
き
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、度
重
な
る
自
然
災
害
。
こ
の
夏
、工

夫
し
て
花
火
が
上
が
る
あ
り
が
た
さ
、
平
和

の
尊
さ
が
胸
に
迫
る
。
学
童
疎
開
の
受
入
れ

が
ご
縁
の
江
戸
川
区
と
の
友
好
都
市
盟
約
も

40
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
。
昨
夏
、
白
甕
社

の
元
委
員
長
で
広
島
で
被
爆
さ
れ
た
三
浦
恒

祺
さ
ん
の
体
験
を
伺
う
機
会
が
あ
っ
た
。
核

な
き
世
界
、現
実
の
社
会
、政
治
の
中
で
、そ

の
理
想
へ
は
い
ま
だ
遠
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
本
年
の
禁
止
条
約
の
発
効
、
ま
た
、

鶴
岡
市
平
和
都
市
宣
言
か
ら
10
周
年
を
迎
え

た
夏
、
も
う
一
度
、
平
穏
な
暮
ら
し
の
実
現
、

平
和
と
文
化
の
構
築
は
私
た
ち
の
責
任
な
の

だ
と
い
う
こ
と
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
い
。

現在、県外にいる社会人の方が対象です。利用を希望する方を募集します�

つるおかエール奨学金返済支援制度【社会人応募枠】
■申本所政策企画課☎内線565

■申請書類
　�本市への申請書類のほか、やまがた就職
促進奨学金返還支援事業（Ｕターン促進
枠）への申請に必要な書類等
■募集期間
　８月31日○火午後５時まで

※�詳細は市HPに掲載の
募集要項をご覧くだ
さい。

　奨学金等を利用して大学等に進学し、現在県外に居住している鶴岡市出身者等が、今後市内に居住・就業し
た場合に、奨学金の返済を支援します。

■支援額
　奨学金等の返済残額相当額（上限：４万2,000円 ×12か月×正規の修学年数）
■対象者
　次の（１）～（７）全てに該当する方
　（１）35歳以下（昭和61年４月２日以降生まれ）である
　（２）大学等卒業後、県外での就業実績がある
　（３）申請時点で県外に居住し、かつ県内で就業していない
　（４）市内出身者で大学等を卒業した、もしくは市外出身者で庄内地域の大学等を卒業した
　（５）日本学生支援機構第一種・第二種奨学金、鶴岡市育英奨学金を利用し、返済残額がある
　（６）申請日以降、来年10月31日までに市内に居住・就業し、３年以上継続する見込みである（公務員を除く）
　（７）県が行うやまがた就職促進奨学金返還支援事業（Ｕターン促進枠）へ応募する

■支援の流れ

県外に居住している方�
鶴岡に戻る前に申請

来年10月31日までに
市内に居住・就業

市内に居住・就業
してから３年経過

支援金給付
（10年間分割）

市HPはこちら

やまがた就職促進奨学金返還支援事業 
（Ｕターン促進枠）

　若者の地元回帰・定着を促進するため、県と市が連携
し、対象者の奨学金の返還を支援します。
■��主な要件　〇35歳以下（昭和61年４月２日以降生ま
れ）である　〇大学等卒業後、県外での就業実績があ
る　〇申請時点で県外に居住し、かつ県内で就業して
いない　〇日本学生支援機構第一種・第二種奨学金、鶴
岡市育英奨学金のいずれかを利用し、返還残額がある
〇申請日以降、来年10月31日までに市内に居住・就
業し、５年以上継続する見込みである（公務員を除く）
■�支援額　県内に居住・就業後３年の間に貸与機関に返
還した額（上限：60万円）
■申８月31日○火まで管理課（櫛引庁舎）☎57‐4861へ
■他市HP
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健
康
・
福
祉
・
年
金

10
月
は
乳
が
ん
撲
滅
月
間（
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
）で
す�

日
曜
日
乳
が
ん
検
診

■日
10
月
17
日
○日　

■
受
付
時
間　

午
前
８
時

30
分
～
９
時
15
分　

■場
荘
内
地
区
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー　

■対
本
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
40

歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性
で
、
職
場
の
が

ん
検
診
が
な
い
方
先
着
20
人　

■費
１
、
２
０

０
円　

■申
8
月
24
日
○火
ま
で
健
康
課
（
に
こ

♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
生
活
保
護
・
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
に
減
免
制
度
あ
り
（
要
事

前
申
請
）

成
人
の
風
し
ん
抗
体
価
検
査
・

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
事
業

　

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
「
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
」
を
予
防
す
る
た
め
、
成
人
の

風
し
ん
抗
体
価
検
査
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
期
間　

来
年
３
月
31
日
○木
接
種
分
ま

で　

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方　

①
妊
娠
を
希
望
し

て
い
る
26
歳
～
50
歳
（
令
和
３
年
４
月
１
日

現
在
）
の
女
性　

②
抗
体
価
が
不
十
分
と
判

定
さ
れ
た
①
の
夫
及
び
同
居
家
族　

③
妊
婦

（
抗
体
価
が
不
十
分
ま
た
は
妊
婦
検
診
で
の

風
し
ん
抗
体
価
検
査
結
果
判
定
前
）
の
夫
及

び
同
居
家
族　

■
助
成
額　

全
額
（
市
指
定

医
療
機
関
以
外
で
実
施
し
た
場
合
は
償
還
払

い
〈
上
限
あ
り
〉）　

■申
対
象
②
の
方
は
検
査

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

８月28日に「北茅原町」「西茅原町」が誕生します
■問本所市民課☎内線158

　本市では、８月28日○土に、新
しく「北茅原町」と「西茅原町」
が誕生します。
　新しい町が誕生するのは、平成
17年８月に誕生した「のぞみ町」
以来16年ぶりです。

西茅原町

北茅原町

◎　　　　　　� ：「北茅原町」になる地区
　 →茅原字草見鶴の一部
　　 茅原字中谷地の一部

◎　　　　　　  ：「西茅原町」になる地区
　 →茅原字西茅原の一部

◎　　　　　　��：「余慶町」になる地区
　 →茅原字西茅原の一部

山形県立こころの医療センター

茅原字草見鶴

茅原字西茅原

茅原
字中谷地
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な
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
た
め
に
も
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
９
８
ま
た
は
障
害

者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
７
９
４
へ

国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
に

つ
い
て

　

定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
（
令
和
３
年
度

は
月
額
1
万
６
、
６
１
０
円
）
に
、
付
加
保

険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ
し
て
納

め
る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

時
に
、
納
め
た
月
数
×
２
０
０
円
の
金
額
を

加
算
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
上
げ
・
繰
下
げ

受
給
す
る
場
合
は
、
付
加
年
金
も
老
齢
基
礎

年
金
と
同
率
で
減
額
ま
た
は
加
算
さ
れ
ま
す
。

■対
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金

基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
く
）　

■問
鶴

岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本
所
国

結
果
、
対
象
③
の
方
は
母
子
健
康
手
帳
な
ど

を
お
持
ち
の
上
、
事
前
に
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ　

■他
次
の
方
は
対
象
外　

▽

現
在
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る　

▽
過
去
に
本
事
業
で
風
し
ん
抗
体

価
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る　

▽
風
し
ん

に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る　

▽
風
し
ん
予
防

接
種
を
２
回
以
上
受
け
た
こ
と
が
あ
る

障
害
者
に
対
す
る
虐
待
を�

防
止
し
ま
し
ょ
う

　

障
害
者
に
対
す
る
虐
待
は
、
尊
厳
を
侵
害

す
る
も
の
で
あ
り
、
障
害
者
の
自
立
や
社
会

参
加
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
防
止
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
方
の
障
害
者

手
帳
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
虐
待
と
思
わ

れ
る
事
案
を
見
聞
き
し
た
場
合
は
、
窓
口
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
通
報
に
よ
っ
て
不
利
益

保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

高
齢
者
に
長
寿
の
お
祝
い
を

お
届
け
し
て
い
ま
す

■日
９
月
下
旬
頃
ま
で　

■対
・
■内
数
え
歳
88
歳

の
方
（
米
寿
。
昭
和
９
年
生
ま
れ
）
…
市
か

ら
賀
詞
（
一
部
地
域
は
贈
呈
済
み
）　

数
え

歳
99
歳
の
方
（
白
寿
。
大
正
12
年
生
ま
れ
）

…
県
知
事
か
ら
賀
詞　

満
１
０
０
歳
の
方

（
大
正
10
年
４
月
１
日
～
大

正
11
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）

…
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
状

と
記
念
品　

■問
本
所
長
寿
介

護
課
☎
内
線
１
９
３

子
育
て
・
教
育

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ　
　
　
　
　
　

資
格
取
得
の
た
め
の
助
成

▼
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金　

■対
資
格
取

得
の
た
め
の
養
成
機
関
に
１
年
以
上
通
学
す

る
方
（
最
長
４
年
間
）　

■
支
給
額　

月
額

７
万
５
０
０
円
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
月
額
10
万
円
）　

■他
同
給
付
金
を
受
給
の

方
を
対
象
に
助
成
制
度
（
生
活
応
援
給
付
金

〈
■
支
給
額　

月
額
５
万
円
〉、
住
ま
い
応
援

給
付
金
〈
■対
民
間
賃
貸
住
宅
に
住
ん
で
い
る

方　

■
支
給
上
限
額　

月
額
２
万
円
〉）あ
り

▼
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金　

■対
就
職
や

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
、
指
定
の
教
育
訓

練
講
座
を
受
講
し
た
方　

■
助
成
額　

受
講

料
等
の
60
％
の
額
（
上
限
20
万
円
〈
雇
用
保

険
法
で
定
め
る
一
般
教
育
訓
練
給
付
金
を
受

給
で
き
る
方
は
、
そ
れ
を
差
し
引
い
た
額
〉）　

▼
共
通　

■対
20
歳
未
満
の
子
供
を
扶
養
す
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
で
、
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準

の
方　

■申
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５

２　

■他
要
事
前
相
談
。
市
HP

来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
の

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　

各
日
午
後
に
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
、
９

月
上
旬
に
郵
送
す
る
案
内
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

期
日

会
場
（
お
住
ま
い
の
学
区
等
）

９月
15
日
○水
朝
暘
四
小
（
同
小
学
区
）

16
日
○木
豊
浦
小
（
同
小
学
区
）

17
日
○金
大
泉
小
（
同
小
学
区
、
上
郷
小
学
区
）�

�

藤
島
小
（
藤
島
地
域
）

22
日
○水
朝
暘
五
小
（
同
小
学
区
）

大
山
小
（
同
小
学
区
）

西
郷
小
（
同
小
学
区
）

28
日
○火
あ
さ
ひ
小
（
同
小
学
区
）

29
日
○水
京
田
小
（
同
小
学
区
）

10月
１
日
○金
黄
金
小
（
同
小
学
区
、
斎
小
学
区
）

５
日
○火
櫛
引
西
小
（
櫛
引
地
域
）

６
日
○水
あ
つ
み
小
（
温
海
地
域
）

７
日
○木
朝
暘
一
小
（
同
小
学
区
）

８
日
○金
広
瀬
小
（
羽
黒
地
域
）

12
日
○火
朝
暘
二
小
（
同
小
学
区
）

朝
暘
六
小
（
同
小
学
区
）

13
日
○水
朝
暘
三
小
（
同
小
学
区
）

14
日
○木
湯
野
浜
小
（
同
小
学
区
）

27
日
○水
に
こ
♥
ふ
る
（
未
受
診
者
）

■対
平
成
27
年
４
月
２
日
～
28
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
（
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
避
難
等
で
本
市
に
住
所
の
な

い
児
童
も
受
診
が
必
要
で
す
）　

■問
学
校
教

育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

�
�
�

「鶴岡市平和都市宣言」10周年記念

平和の集い・資料展
■申本所総務課☎内線300

　本市は平成23年に「平和都市」を宣言し
ています。平和の尊さを再認識し、二度と
戦争を起こさない誓いを新たにしましょう。

■日時・内容
▷�ステージ発表　■日８月９日○月午後１時30
分　■定70人　■内ビデオ上映、演奏と詩の
朗読　■他要申込み
▷�資料展　■日８月９日○月～13日○金午前９時
～午後５時（９日は午後１時から、13日
は正午まで）　■内戦争に関する資料展示、
青い目の人形展示
■会場　中央公民館

鶴岡市平和都市宣言
　世界の恒久平和実現は、人類共通の願いです。
　しかし、いまなお武力紛争等により尊い生命
が奪われ、世界の平和に大きな脅威がもたらさ
れています。
　世界唯一の被爆国である日本に住む私たちは、
核兵器をはじめとする大量破壊兵器の速やかな
廃絶を訴えます。私たち鶴岡市民は戦争のない
永遠の平和と文化の構築を強く決意し、ここに
「平和都市」を宣言します。
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児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、

期
間
内
に
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５

２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
忘
れ

ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
特
設
受
付
会
場　

■日
８
月
２
日
○月
～
６
日

○金
午
前
９
時
～
午
後
７
時
、
８
日
○日
午
前
９

時
～
午
後
４
時　

■場
市
役
所
本
所
別
棟
２
号

館
21
号
会
議
室

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
所
得
状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
通
知
書
を
送

り
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
本
所
子
育
て
推
進

課
☎
内
線
１
５
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
間　

８
月
12
日
○木
～
９
月
13
日
○月

税
・
生
活
・
そ
の
他

固
定
資
産
所
有
者
の
死
亡
に

伴
う
手
続
き
忘
れ
に
注
意

　

土
地
や
建
物
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

相
続
人
な
ど
固
定
資
産
税
の
新
た
な
納
税
義

務
者
（
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合
は
相

続
人
の
代
表
）
は
、
納
税
義
務
者
変
更
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■申
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
７　

■他
市
HP

安
心
・
安
全
な
水
の
た
め
に�

８
月
１
日
～
７
日
は「
水
の
週
間
」で
す

　

地
下
水
を
は
じ
め
と
す
る
水
は
限
り
あ
る

貴
重
な
資
源
で
す
。
安
定
的
・
永
続
的
に
利

用
し
て
い
く
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が

大
事
で
す
。
８
月
は
水
の
使
用
量
が
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
だ
ん
以
上
に

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
内
「
庄
内
南
部
地
域
地
下
水

利
用
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７
０
８

だ
だ
ち
ゃ
豆
が
旬
を
迎
え
ま
す
！�

８
月
８
日
は「
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
日
」

　

だ
だ
ち
ゃ
豆
は
枝
豆
の
中
で
も
甘
味
・
う

ま
味
が
強
く
、
夏
バ
テ
予
防
や
美
容
に
も
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鶴
岡
で
は
８
月
上
旬
に
多
く
の
品
種
が
収

穫
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
地
元
の
旬
の
味

覚
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
理
由　

▽
「
だ
だ
ち
ゃ
」
は
「
お
や
じ
（
パ

パ
）」
を
意
味
し
「
８
８
」
は
「
パ
パ
」
と

読
め
る
か
ら　

▽
数
字
の
「
８
」
が
２
粒
さ

や
が
多
い
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
特
徴
を
表
し
て
い

る
か
ら　

▽
旬
の
お
い
し
い
時
期
だ
か
ら　

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
３

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」で
す

　

関
東
大
震
災
等
の
災
害
を
教
訓
に
、
防
災

へ
の
意
識
を
高
め
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
を

目
的
に
、
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
ハ

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
避
難
場
所
、
避
難
す
る
際

の
非
常
用
持
ち
出
し
品
、
家
族
と
の
連
絡
方

法
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
３
９

生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

生
ご
み
は
約
80
％
が
水
分
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ご
み
焼
却
施
設
に
搬
入
さ
れ
る
ご
み

の
水
分
が
多
く
な
る
と
、
焼
却
す
る
際
、
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
り
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
も
多
く
な
り
ま
す
。

　

生
ご
み
を
ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
ギ
ュ
ッ

と
一
絞
り
す
る
だ
け
で
水
分
を
減
ら
せ
ま
す
。

こ
の
水
切
り
に
よ
っ
て
、
ご
み
の
軽
量
化
と

悪
臭
の
防
止
に
つ
な
が
る
の
で
、
持
ち
運
び

も
楽
に
な
り
ま
す
。　
　
　

　

ま
た
、
せ
ん
定
枝
・
草
も
で
き
る
だ
け
乾

燥
さ
せ
る
な
ど
、
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

ご
み
焼
却
施
設
で
土
曜
日
に

家
庭
ご
み
を
受
け
入
れ
ま
す

　

休
日
の
ご
み
受
入
れ
の
需
要
調
査
の
た
め
、

９
月
ま
で
の
第
２
・
第
４
土
曜
日
に
試
験
的

に
ご
み
の
受
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■日
８
月
14
日
○土
・
28
日
○土
、
９
月
11
日
○土
・

25
日
○土
午
前
８
時
30
分
～
11
時
50
分　

■
受

入
れ
対
象　

家
庭
か
ら
出
る
燃
や
す
ご
み

（
布
団
・
毛
布
・
せ
ん
定
枝
等
）、
古
紙
類
（
新

聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
等
）　

■費
10
㎏
に

つ
き
１
２
０
円
（
古
紙
類
は
無
料
）　

■問
廃

棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８　

■他
市
HP

鶴
岡
市
雇
用
調
整
助
成
金
申
請

代
行
補
助
金
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
雇
用
調
整
助
成
金
ま
た
は
緊
急

雇
用
安
定
助
成
金
の
申
請
を
社
会
保
険
労
務

士
等
に
依
頼
し
た
場
合
に
掛
か
る
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
上
限
額　

40
万
円　

■申
11
月
30
日
○火

ま
で
本
所
商
工
課
☎
内
線
７
２
８
へ　

■他
市

HP
あ
な
た
の
周
り
の
技
能
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い　
　

優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を
募
集
し
ま
す

　

本
市
は
毎
年
、
優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を

卓
越
技
能
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

■対
次
に
該
当
す
る
技
能
者　

①
15
年
以
上
の

経
験
を
持
ち
、
今
も
そ
の
職
業
に
従
事
し
て

い
る　

②
技
能
を
通
じ
て
労
働
者
の
地
位
向

上
及
び
産
業
発
展
に
寄
与
し
、
他
の
技
術
者

の
模
範
に
な
っ
て
い
る　

■申
８
月
31
日
○火
ま

で
推
薦
書
を
本
所
商
工
課
☎
内
線
７
２
８
へ　

■他
市
HP上

下
水
道
部
の
所
有
地
を　
　

先
着
順
で
売
却
し
ま
す

■
売
却
地
・
売
却
価
格　

①
東
田
川
郡
三
川

町
大
字
横
山
字
畑
田
１
４
８
番
１
、
１
４
９

番
１
（
水
道
用
地
２
３
５
３
・
６
０
㎡
）・

２
、
８
８
９
万
円　

②
上
藤
島
字
備
中
下
50

番
87
、
56
番
２
、
92
番
５
、
２
０
２
番
（
宅

地
２
４
０
９
・
９
２
㎡
）・
１
、
７
６
０
万

円　

■
申
込
期
間　

８
月
５
日
○木
～
９
月
30

日
○木
（
先
着
順
）　

■問
上
下
水
道
部
総
務
課

☎
23
‐
７
７
３
１　

■他
市
HP


